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２
月
20
日
か
ら
3
月
23
日
ま
で
の
会
期

で
２
月
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。
市
長
提

出
の
令
和
５
年（
２
０
２
３
年
）度
当
初
予

算
は
、
一
般
会
計
、
８
特
別
会
計
お
よ
び

水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
で
総
額
２
６
３

８
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
を
配
付
す
る
高
齢
者
施
策
推
進
事
業
の

経
費
を
計
上
し
た
令
和
４
年（
２
０
２
２

年
）度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
14
号
）な

ど
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
59
件
の
議
案

は
す
べ
て
議
決
等
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
は
、
意
見
書
案
な
ど

10
件
の
市
会
議
案
が
提
出
さ
れ
た
ほ
か
、

政
務
活
動
費
の
不
明
瞭
な
入
出
金
等
に
係

る
調
査
特
別
委
員
会(

通
称
：
１
０
０
条

委
員
会)

の
委
員
長
が
調
査
結
果
報
告
を

行
い
、
そ
の
調
査
報
告
書
を
可
決
し
ま
し

た
。（
委
員
会
で
の
審
査
内
容
の
一
部
は
８

～
12
面
に
、
１
０
０
条
委
員
会
の
調
査
報

告
は
13
面
に
、
議
決
結
果
等
は
14
、
15
面

に
掲
載
）

　
な
お
、
今
議
会
は
議
員
任
期
の
最
終
の

定
例
会
に
当
た
る
た
め
、
４
年
間
の
市
議

会
の
主
な
取
り
組
み
を
ま
と
め
ま
し
た
。

（
17
～
20
面
に
掲
載
）

政務活動費の不明瞭な入出金等に係る調査特別委員会の調査結果を報告しました。
（写真は関係者を証人として聞き取り調査を行う様子）
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代 表 質 問 ・ 質 問 に つ い て

代 表 質 問
今定例会では６会派が代表質問を行いました。

　２月27日、28日、３月１日、２日の４日間で31人の議員が代表質問、質問（個人質問）を行いました。そ
の一部を質問順にお伝えします。（表記方法は会派の意向を尊重しています。また、記事の内容は令和５年
２月定例会の代表質問・質問時点のものです。）
　詳細な内容は、会議録をご覧ください。会議録は、市役所の市民総務室（情報公開）、図書館等に備えて
います。
　なお、新型コロナウイルス感染症については、新型コロナと略して表記しています。

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

山や
ま

本も
と　

　
力つ

と
む

行
財
政
運
営
の
見
通
し
に
つ
い
て

問　
中
核
市
移
行
に
よ
り
強
化
さ
れ
た
本

市
の
行
政
力
等
が
、
今
後
も
継
続
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
必

要
と
な
る
健
全
な
行
財
政
運
営
に
つ
い

て
、
本
市
の
今
後
の
見
通
し
を
聞
き
た
い
。

答　
市
税
収
入
に
加
え
て
国
の
補
助
金
等

の
確
保
に
も
努
め
、
将
来
に
わ
た
り
中
核

市
の
権
限
を
発
揮
し
続
け
ら
れ
る
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
の
維
持
を
図
る
と
と
も

に
、
必
要
な
投
資
を
進
め
、
誰
も
が
安
心

し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す
。

市
の
潜
在
能
力
を
生
か
し
て�

持
続
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

問　
本
市
は
、
交
通
利
便
性
の
高
さ
や
こ

れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
等
も
あ

り
、
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。
将
来
に
わ

た
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
等
を
持
続
的
に
提
供

し
て
い
く
た
め
、
人
口
増
加
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
な
本
市
の
恵
ま
れ
た
潜
在
能
力
等

を
、
今
後
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

答
市
長　
人
口
増
加
に
伴
う
健
全
な
財
政

状
況
を
基
盤
に
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
り
支
え
、
さ
ら
に
魅
力
を
高
め
る
た
め

の
高
質
な
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
在
宅
療
養
の
環
境
整
備
を

問　
超
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
高
齢
者
を

在
宅
療
養
で
支
え
る
仕
組
み
を
構
築
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
、
福
祉
分
野
の
人
材

は
不
足
し
て
お
り
、
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

加
え
て
、
人
材
の
定
着
支
援
も
強
化
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
展
望
を
問
う
。

答　
人
材
不
足
に
つ
い
て
、
喫
緊
の
課
題

と
認
識
し
て
お
り
、
人
材
の
定
着
支
援
を

図
る
と
と
も
に
、
幅
広
い
関
係
機
関
と
の

連
携
を
探
り
つ
つ
、
人
材
確
保
に
努
め
る
。

答
市
長　
市
の
役
割
は
新
た
な
人
材
確
保

と
定
着
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
引
き

続
き
、
効
果
的
な
方
策
を
模
索
し
て
い
く
。

市
内
事
業
者
と
の
連
携
強
化
を

問　
行
政
と
し
て
、
企
業
や
事
業
者
か
ら

の
提
案
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
構
築

し
、
市
内
の
事
業
者
等
の
力
を
活
用
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な

が
る
提
案
を
い
た
だ
く
こ
と
は
う
れ
し
い

が
、
事
業
の
原
資
が
税
金
で
、
透
明
性
、

公
平
性
の
担
保
を
強
く
求
め
て
い
る
。
一

方
、
公
平
性
を
過
度
に
追
求
し
、
創
造
性

を
阻
害
す
べ
き
で
な
い
と
も
感
じ
て
い
る
。

吹
田
党

石い
し

川か
わ　

　
勝ま

さ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル�

セ
ン
タ
ー
委
託
業
務
の
不
正
を
問
う

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
委
託
業
務
に
お
い
て
、
再
委
託
先
事

業
者
が
虚
偽
報
告
を
行
い
、
そ
れ
に
伴
い

受
託
事
業
者
か
ら
過
大
請
求
を
受
け
て
い

た
不
正
事
案
が
発
覚
し
た
。
今
後
、
市
は

再
発
防
止
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
今
回
の
事
案
を
受
け
、今
後
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
稼
働
履
歴
の
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
、

受
託
事
業
者
の
報
告
に
疑
義
が
な
い
か
を

十
分
に
検
証
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
範

囲
で
現
地
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
。

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

問　
国
は
、
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
を
、

令
和
５
年
度
か
ら
の
３
年
間
を
改
革
推
進

期
間
と
し
、
可
能
な
限
り
早
期
の
実
現
を

目
指
す
と
し
て
い
る
。
本
市
で
は
部
活
動

の
地
域
格
差
も
生
じ
て
お
り
、
教
育
機
会

の
不
平
等
解
消
の
た
め
に
も
、
他
市
の
先

行
事
例
を
参
考
に
、
可
能
な
範
囲
で
移
行

を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を
問
う
。

答
教
育
長　
持
続
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
芸
術
活
動
の
機
会
確
保
の
た
め
、
早
期

の
環
境
整
備
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

自
由
民
主
党
絆
の
会

藤ふ
じ

木き　
栄え

い

亮す
け
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大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

馬ば

場ば

慶け
い

次じ

郎ろ
う

日
本
共
産
党塩し

お

見み

み
ゆ
き

保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　
流
山
市
で
は
、
駅
前
の
保
育
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
い
っ
た
ん
子
ど
も
を
保
育
し
、

市
内
の
指
定
保
育
所
へ
バ
ス
で
送
迎
す
る

仕
組
み
が
あ
る
。
７
年
前
に
一
度
提
案
し

て
お
り
、
市
で
も
検
討
さ
れ
た
と
考
え
る

が
、
改
め
て
採
用
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答　
過
去
に
待
機
児
童
の
解
消
策
と
し
て

検
討
し
た
が
、
多
く
の
課
題
か
ら
実
施
に

至
ら
な
か
っ
た
。
保
育
所
等
の
整
備
が
進

み
待
機
児
童
が
解
消
さ
れ
る
中
、
交
通
事

情
等
を
踏
ま
え
、
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
設
置
へ
の
補
助

問　
高
齢
者
の
外
出
支
援
の
た
め
、
手
す

り
等
を
店
舗
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
で
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
設
備
の
設
置
が
可
能
だ
が
、

店
舗
へ
の
周
知
方
法
を
示
せ
。
ま
た
、
店

舗
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向
け
、
市
独
自

の
補
助
制
度
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
国
の
制
度
で
あ
り
、
補
助
対
象
が
広

く
、
市
で
の
周
知
は
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
特
化
し
た
制
度
は
な

い
が
、
活
用
可
能
な
制
度
が
あ
り
、
福
祉

部
と
も
連
携
し
、
情
報
提
供
等
に
努
め
る
。

子
ど
も
医
療
費
窓
口
負
担
を
ゼ
ロ
に

問　
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
負
担
は
、
一

人
当
た
り
月
２
５
０
０
円
が
上
限
だ
が
、

多
子
世
帯
で
は
負
担
が
重
く
な
る
。
窓
口

負
担
を
撤
廃
し
た
場
合
の
経
費
を
示
し
、

市
独
自
で
窓
口
負
担
ゼ
ロ
を
実
施
せ
よ
。

答　
一
部
自
己
負
担
を
撤
廃
し
た
場
合
は
、

令
和
３
年
度
実
績
で
は
約
３
億
１
０
０
０

万
円
が
必
要
と
な
る
。
一
部
自
己
負
担
は
、

医
療
の
適
正
受
診
の
観
点
か
ら
一
定
の
負

担
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
幅

広
い
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
に
努
め
る
。

障
害
者
の
暮
ら
し
の
場
を
整
備
せ
よ

問　
高
齢
の
親
が
、
障
害
の
あ
る
子
を
介

護
す
る
老
障
介
護
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、

重
度
障
害
者
等
の
施
設
整
備
は
急
務
で
あ

る
。
土
地
の
確
保
な
ど
積
極
的
な
施
設
整

備
促
進
策
を
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

答　
重
度
障
害
者
の
施
設
整
備
は
、
重
要

課
題
で
あ
り
、
事
業
所
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、老
障
介
護
や
重
度
障
害
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
。
ま
た
、
必
要
な
予
算
の

確
保
に
努
め
、
市
有
地
活
用
も
含
め
た
効

果
的
な
支
援
体
制
の
整
備
を
検
討
す
る
。

公　
明　
党小こ

北き
た　

一か
ず

美み

健
都
で
の
取
り
組
み
の
発
信
を

問　
健
都
で
の
画
期
的
な
取
り
組
み
は
、

他
市
で
は
で
き
な
い
本
市
な
ら
で
は
の
誇

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
市
の
魅
力
向
上

に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
よ
り
一
層
健
都

の
情
報
発
信
に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
市
長　
健
都
の
取
り
組
み
を
広
く
発
信

し
、
産
学
官
民
連
携
を
促
す
こ
と
は
、
さ

ら
な
る
機
能
強
化
に
つ
な
が
る
た
め
、
専

門
領
域
で
の
発
信
も
含
め
、
認
知
度
が
さ

ら
に
高
ま
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

北
千
里
駅
前
の
再
整
備
に
つ
い
て

問　
北
千
里
駅
前
の
再
整
備
に
お
け
る
高

層
建
築
物
の
建
設
案
に
対
し
、
地
域
住
民

か
ら
反
対
の
声
が
多
く
上
が
っ
て
い
る
。

今
後
、
再
開
発
を
担
う
民
間
企
業
等
と
地

域
住
民
が
意
見
交
換
を
で
き
る
よ
う
に
市

が
支
援
を
行
う
な
ど
、
地
域
理
解
を
得
た

う
え
で
再
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
市
長　
北
千
里
地
区
に
１
０
０
ｍ
を
超

え
る
高
層
建
築
物
が
存
在
す
る
姿
は
、
景

観
上
、
調
和
す
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な

い
。
事
業
成
立
性
の
制
限
の
下
で
は
あ
る

が
、
地
域
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
計
画

に
よ
り
、
再
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

本会議等のインターネット放映を実施しています

　より多くの市民へ開かれた議会を目指すため、本会議や予算常
任委員会（全体会）のインターネット放映を実施しています。イン
ターネット放映は、パソコンのほか、スマートフォン等の携帯端
末からでも視聴できます。
　市議会ホームページの「議会中継（インターネット）」からアクセ
スして、ぜひご覧ください。 議会中継
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
強
化
を

問　
令
和
４
年
10
月
か
ら
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
が
い
る
家
庭
へ
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事

業
が
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
の
課
題
は
複
数

の
所
管
に
ま
た
が
る
た
め
、
関
係
機
関
の

連
携
が
重
要
で
あ
る
。
全
庁
横
断
的
な
支

援
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、
所
見
を
問
う
。

答
市
長　
多
様
な
事
例
に
対
応
す
る
た
め
、

す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
組
織
が
必
要
で
あ

る
。
行
政
内
部
や
外
部
の
組
織
と
連
携
し
、

有
効
な
支
援
体
制
の
構
築
を
検
討
す
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
を�

困
窮
世
帯
の
子
ど
も
へ
助
成
せ
よ

問　
子
ど
も
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

れ
ば
、
看
病
で
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を
得
ず
、

収
入
が
減
少
し
困
窮
す
る
世
帯
も
存
在
す

る
。
予
防
接
種
費
用
は
高
額
で
あ
る
た
め
、

独
り
親
世
帯
等
へ
の
助
成
制
度
を
創
設
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
そ
の
他
の
助
成
対
象
の
検
討
等
も
必

要
な
た
め
、
現
時
点
で
は
、
さ
ら
な
る
議

論
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

納
税
者
が
納
得
す
る
予
算
編
成
を

問　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
で
、
歳

入
予
算
の
多
く
が
現
役
世
代
の
納
税
で
賄

わ
れ
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
現
役
世
代
が

納
得
す
る
事
業
が
求
め
ら
れ
る
が
、
予
算

編
成
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
所
見
を
問
う
。

答　
市
民
生
活
へ
の
支
援
は
、
特
定
の
要

件
を
満
た
す
対
象
へ
の
支
援
が
中
心
で
、

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
等
を
重
点
的
に
進

め
る
。
市
の
取
り
組
み
に
対
し
、
納
得
感

等
を
高
め
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
る
。

夜
間
の
機
械
警
備
導
入
は
慎
重
に

問　
学
校
へ
の
機
械
警
備
の
導
入
に
よ
っ

て
、
夜
間
は
無
人
と
な
る
が
、
災
害
対
応

や
地
域
へ
の
学
校
開
放
は
ど
う
な
る
の

か
。
各
学
校
で
仕
様
は
異
な
り
、
一
律
の

導
入
は
困
難
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

答　
校
区
防
災
要
員
に
警
備
を
解
除
す
る

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
配
付
し
、
災
害
時
の
避
難

所
開
設
を
行
う
。
導
入
時
は
学
校
の
状
況

に
応
じ
て
運
用
し
、
利
用
者
の
意
見
を
聞

き
、
丁
寧
か
つ
影
響
を
最
小
限
に
進
め
る
。

子
ど
も
に
部
活
動
の
選
択
肢
を

問　
学
校
に
希
望
す
る
部
活
動
が
な
い
場

合
、
合
同
部
活
動
の
実
施
等
で
、
子
ど
も

の
選
択
肢
は
広
が
る
。
学
校
間
の
公
平
な

立
場
を
保
障
し
つ
つ
、
教
育
委
員
会
が
主

体
で
、
制
度
設
計
等
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答　
外
部
委
託
を
含
め
た
持
続
可
能
な
体

制
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
現

行
制
度
で
は
、
合
同
部
活
動
等
の
充
実
を

図
る
な
ど
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
少
し
で
も

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
柔
軟
に
対
応
す
る
。

パ
ソ
ナ
へ
の
委
託
業
務
の
市
の
責
務

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
業
務
の
委
託
先
で
あ
る
パ
ソ
ナ
が
虚

偽
報
告
を
行
っ
た
不
正
事
案
で
あ
る
が
、

現
地
確
認
等
を
せ
ず
に
支
払
い
続
け
る
本

市
の
対
応
は
ず
さ
ん
で
疑
念
を
抱
か
れ
る
。

経
緯
等
を
市
民
に
説
明
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
市
長　
指
摘
は
も
っ
と
も
で
あ
り
本
市

に
も
責
任
が
あ
る
。
パ
ソ
ナ
へ
は
背
景
や

対
応
の
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
求
め
て
お
り
、

そ
れ
を
公
開
す
る
な
ど
し
責
務
を
果
た
す
。

質 問（ 個 人 質 問 ）
今定例会では25人の議員が質問（個人質問）
を行いました。

公　
明　
党浜は

ま

川か
わ　

　
剛つ

よ
し

北
千
里
駅
前
の
再
整
備
を
問
う

問　
北
千
里
駅
前
の
再
整
備
に
お
け
る
高

層
建
築
物
の
建
設
案
に
は
、
地
域
住
民
は

納
得
し
て
い
な
い
。
必
要
な
機
能
を
確
保

し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
な

る
よ
う
再
整
備
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
同
案
に
対
す
る
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
同
駅
前
に
同
案
の
建
築
物
は
適

さ
な
い
と
考
え
て
お
り
、
地
権
者
の
合
意

と
事
業
成
立
性
と
い
う
条
件
を
解
決
す
る

案
を
示
す
よ
う
準
備
組
合
に
求
め
て
い
く
。

日
本
共
産
党玉た

ま

井い

美み

樹き

子こ

公　
明　
党井い

の

上う
え

真ま

佐さ

美み

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

木き

村む
ら　

　
裕ゆ

た
か

党
派
は
な
し斎さ

い

藤と
う　

　
晃あ

き
ら

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

高た
か

村む
ら　

将ま
さ

敏と
し

吹
田
党

後ご

藤と
う　

恭き
ょ
う

平へ
い
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＃
７
１
１
９
の
周
知
徹
底
を

問　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
緊
急

性
の
乏
し
い
１
１
９
番
通
報
が
後
を
絶
た

な
い
。
救
急
車
の
適
正
利
用
の
た
め
、
救

急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
を
電
話
で
相
談
で
き

る
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
＃
７
１
１
９
の
周

知
が
有
効
と
考
え
る
が
、
見
解
を
示
せ
。

答　
＃
７
１
１
９
の
周
知
は
、
真
に
救
急

医
療
が
必
要
な
傷
病
者
に
救
急
車
が
向
か

う
た
め
に
非
常
に
重
要
で
、
今
後
も
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
を
通
じ
、
周
知
徹
底
に
努
め
る
。

介
護
人
材
確
保
の
た
め
の
支
援
策
を

問　
令
和
５
年
度
か
ら
委
託
型
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
職
員
を
１
名
増
員
し
、

各
法
人
に
配
置
す
る
予
算
が
提
案
さ
れ
た

が
、
専
門
職
の
確
保
は
厳
し
い
と
聞
く
。

人
材
確
保
に
効
果
的
な
支
援
が
必
要
と
考

え
る
が
、
職
員
確
保
の
見
込
み
を
問
う
。

答　
一
定
、
人
材
確
保
の
め
ど
は
あ
る
と

考
え
る
が
、
見
込
み
に
つ
い
て
改
め
て
受

託
法
人
か
ら
最
新
の
状
況
を
聞
き
取
り
、

必
要
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

公
園
の
魅
力
向
上
と
防
災
対
応

問　
公
園
に
は
災
害
対
応
の
設
備
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
魅
力
向
上
事
業
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
公
園
の
防
災
、
災
害

対
応
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答　
同
事
業
対
象
の
主
要
な
都
市
公
園
で

は
、
防
災
機
能
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

す
で
に
再
整
備
工
事
に
着
手
し
た
公
園
で

は
、
防
災
物
品
の
収
納
場
所
を
設
け
た
便

所
の
設
置
等
を
予
定
し
、
他
の
公
園
で
も

防
災
機
能
の
充
実
を
検
討
し
て
い
く
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
に
つ
い
て

問　
歯
科
口
腔
保
健
向
上
の
た
め
、
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
は
重
要
で
あ
る
。
同

対
策
を
長
い
目
で
見
れ
ば
、
生
涯
を
通
じ

た
切
れ
目
の
な
い
歯
科
健
診
体
制
の
構
築

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
現
在
、
高
校
卒
業
後
30
歳
に
な
る
ま

で
は
、
公
的
な
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い

な
い
た
め
、
今
後
切
れ
目
な
い
歯
科
健
診

体
制
の
構
築
に
向
け
、
成
人
歯
科
健
診
の

対
象
年
齢
の
引
き
下
げ
を
検
討
し
て
い
く
。

特
殊
詐
欺
被
害
を
防
止
せ
よ

問　
本
市
の
特
殊
詐
欺
認
知
件
数
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
被
害

防
止
対
策
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
。
警

察
と
の
連
携
な
ど
、
市
が
取
り
組
ん
で
い

る
具
体
的
な
対
策
を
聞
き
た
い
。

答　
吹
田
警
察
署
や
庁
内
関
係
部
局
等
を

構
成
員
と
し
た
連
絡
会
議
を
定
期
的
に
開

催
し
、
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
啓
発
強
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
周
知
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
策
定
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
こ
ど

も
基
本
法
を
受
け
、
他
市
で
は
す
で
に
条

例
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
同
法
の
内

容
を
各
施
策
に
反
映
、
整
理
等
す
る
た
め

に
、
本
市
も
条
例
策
定
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　
令
和
５
年
の
秋
頃
、
国
に
お
い
て
子

ど
も
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
基
本
方

針
等
を
定
め
た
、
こ
ど
も
大
綱
が
策
定
予

定
で
あ
る
。
こ
ど
も
家
庭
庁
の
動
向
に
注

視
し
、他
市
事
例
も
踏
ま
え
、対
応
す
る
。

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

五い

十そ

川が
わ

有ゆ

香か

自
由
民
主
党
絆
の
会

石い
し

田だ　
就し

ゅ
う

平へ
い

声の市議会だより、市議会だより点字版を発行しています
　視覚に障がいのある方や、活字を読むのが困難
な方にも、十分な情報提供を行うため、市議会だ
よりの音声版（ＣＤ版およびデイジー版）や点字版
を発行し、希望者に無料で配布しています。
　利用を希望される方は、議会事務局（電話06-
6384-2663）まで御連絡ください。

公　
明　
党野の

田だ　
泰や

す

弘ひ
ろ

日
本
共
産
党益ま

す

田だ　
洋よ

う

平へ
い

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

池い
け

渕ぶ
ち

佐さ

知ち

子こ

公　
明　
党矢や

野の

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う
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北
千
里
駅
前
の
再
開
発
に
つ
い
て

問　
北
千
里
駅
前
の
再
開
発
に
向
け
、
現

在
、
民
間
施
行
で
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

る
。
事
業
者
に
よ
る
再
開
発
に
必
要
な
財

源
の
調
達
方
法
や
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
て
る
計
画
と
な
っ
た
理
由
を
聞
き
た
い
。

答　
主
な
財
源
は
建
物
の
高
度
化
に
よ
り
、

新
た
に
生
み
出
し
た
床
の
売
却
益
で
あ
る
。

ま
た
、
必
要
な
機
能
を
配
置
し
た
う
え
で
、

再
開
発
事
業
の
成
立
に
必
要
な
住
宅
等
の

床
面
積
確
保
の
た
め
、
同
計
画
と
な
っ
た
。

孤
立
・
孤
独
対
策
に
つ
い
て

問　
国
は
孤
立
・
孤
独
の
全
体
像
を
把
握

す
る
た
め
全
国
調
査
を
実
施
し
、
結
果
を

公
表
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
を
受
け
、
本

市
は
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　
相
談
支
援
、
参
加
支
援
、
地
域
づ
く

り
支
援
の
一
体
的
実
施
に
よ
る
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
の
準
備
が
、
地
域
課
題

に
対
応
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
関
係
部
局
と
連
携
し
、
実

効
性
の
あ
る
事
業
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

隠
れ
待
機
児
童
問
題
の
解
決
を

問　
市
は
、
就
学
前
児
童
数
は
減
少
す
る

と
見
込
み
、
保
育
所
整
備
に
積
極
的
で
は

な
い
。
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
社
会

で
な
け
れ
ば
、
少
子
化
は
止
め
ら
れ
な
い

と
考
え
る
が
、
隠
れ
待
機
児
童
を
解
決
す

べ
き
課
題
と
い
う
問
題
意
識
は
あ
る
の
か
。

答
市
長　
家
庭
に
よ
っ
て
保
育
ニ
ー
ズ
が

異
な
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。
国
基
準

で
は
待
機
児
童
と
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
の

ニ
ー
ズ
も
、
で
き
る
だ
け
対
応
し
続
け
る
。

地
域
の
防
災
訓
練
の
充
実
を

問　
令
和
４
年
度
吹
田
市
地
域
防
災
総
合

訓
練
で
実
施
さ
れ
た
体
験
型
の
訓
練
等
を
、

各
自
主
防
災
組
織
で
も
活
用
し
、
地
域
の

防
災
訓
練
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
訓
練

も
充
実
す
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

答　
今
後
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
体
験
型
の
コ
ン
テ
ン

ツ
の
活
用
に
つ
い
て
も
先
進
事
例
を
参
考

に
調
査
・
研
究
す
る
と
と
も
に
、
地
域
等

で
主
体
的
に
取
り
組
む
防
災
企
画
に
対
し

て
、
後
押
し
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

図
書
館
の
存
在
意
義
と
未
来

問　
本
市
の
図
書
館
は
、
機
能
の
充
実
等

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
市
民
が
行
き
た

く
な
る
図
書
館
を
実
現
し
た
と
考
え
る
。

本
市
に
お
け
る
図
書
館
の
存
在
や
今
後
の

発
展
に
つ
い
て
、
市
長
の
所
見
を
問
う
。

答
市
長　
ま
ち
の
文
化
拠
点
と
し
て
多
様

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
今
後
は
、
利

用
者
の
想
像
力
を
育
み
高
め
る
知
的
情
報

拠
点
と
し
て
、
紙
の
図
書
を
提
供
し
、
市

民
に
愛
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

習
い
事
等
へ
の
助
成
を
実
施
せ
よ

問　
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す

た
め
に
、
習
い
事
等
へ
の
助
成
と
い
っ
た

施
策
は
、
早
期
学
齢
か
ら
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
。
同
施
策
を
実
施
す
る
可
能
性
や

対
象
年
齢
に
つ
い
て
、
市
の
所
見
を
問
う
。

答　
子
ど
も
の
現
在
と
将
来
が
、
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
ず
、
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
の
習
い
事
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
適
切
な
学
齢
で
経
験
で
き
る
よ
う
、

先
進
市
の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

北
千
里
駅
前
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

問　
北
千
里
駅
前
に
36
階
建
て
、
１
２
３

ｍ
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
は
必
要
な
い
。

構
想
を
白
紙
に
し
て
計
画
を
再
考
し
、
再

度
、
環
境
影
響
評
価
を
行
う
段
階
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
を
問
う
。

答　
現
在
、
地
域
等
と
の
意
見
交
換
の
場

の
設
置
を
、
準
備
組
合
と
協
議
し
て
い
る
。

計
画
の
再
考
に
つ
い
て
は
、
再
開
発
事
業

の
成
立
性
が
確
保
さ
れ
る
範
囲
で
、
意
見

交
換
の
う
え
、規
模
感
の
整
理
等
を
行
う
。

福
祉
事
業
所
に
物
価
高
対
策
支
援
を

問　
大
阪
府
の
令
和
５
年
１
月
の
消
費
者

物
価
指
数
は
、
前
年
同
月
比
で
５
・
１
％

上
昇
し
て
い
る
。
約
７
０
０
０
品
目
が
値
上

げ
す
る
影
響
は
福
祉
事
業
所
を
直
撃
し
て

い
る
が
、
前
回
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
早

期
に
支
援
金
を
再
給
付
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
令
和
５
年
に
府
が
社
会
福
祉
施
設
等

物
価
高
騰
対
策
一
時
支
援
金
を
給
付
し
、

現
時
点
で
、
市
で
の
実
施
予
定
は
な
い
が
、

今
後
も
国
、
府
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党山や

ま

根ね　
建た

け

人と

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

橋は
し

本も
と　

　
潤じ

ゅ
ん

吹
田
党

有あ
り

澤さ
わ　

由ゆ

真ま

日
本
共
産
党村む

ら

口ぐ
ち

久く

美み

子こ

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

川か
わ

本も
と　

　
均ひ

と
し

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

井い

口ぐ
ち　

直な
お

美み

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

西に
し

岡お
か　

友と
も

和か
ず

自
由
民
主
党
絆
の
会

白し
ら

石い
し　

　
透と

お
る
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ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
へ
の
対
策
を

問　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
は
、
健
康
問
題

や
経
済
問
題
に
加
え
、
家
庭
問
題
や
自
殺

等
の
社
会
的
問
題
の
要
因
に
も
な
る
と
考

え
る
が
、
市
の
課
題
認
識
と
対
策
を
問
う
。

答　
病
気
と
理
解
さ
れ
に
く
い
こ
と
や
医

療
機
関
等
の
情
報
不
足
を
背
景
に
、
本
人

が
相
談
で
き
ず
に
問
題
を
抱
え
込
み
、
深

刻
化
す
る
こ
と
が
課
題
と
認
識
す
る
。
個

別
支
援
と
正
し
い
知
識
の
啓
発
活
動
に
よ

り
、
本
人
や
家
族
へ
の
支
援
に
つ
な
げ
る
。

留
守
家
庭
児
童
育
成
室
に
つ
い
て

問　
市
か
ら
留
守
家
庭
児
童
育
成
室
へ
提

供
さ
れ
る
教
材
費
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

保
護
者
会
が
教
材
費
を
補ほ

塡て
ん

し
て
い
る
の

は
問
題
で
あ
る
。
保
護
者
会
の
加
入
の
有

無
で
生
じ
る
問
題
等
も
あ
る
た
め
、
教
材

費
が
足
り
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
市
が

責
任
を
持
っ
て
負
担
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
指
摘
の
公
費
で
負
担
す
べ
き
教
材
費

は
、
公
費
で
負
担
で
き
る
よ
う
、
令
和
６

年
度
を
目
指
し
て
検
討
し
て
い
く
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
支
援
強
化
を

問　
昨
年
度
の
不
登
校
者
数
は
過
去
最
大

の
24
万
人
と
な
っ
た
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

へ
の
補
助
な
ど
支
援
強
化
が
必
要
だ
が
、

本
市
の
状
況
や
今
後
の
取
り
組
み
を
示
せ
。

答　
不
登
校
児
童
・
生
徒
数
は
小
学
校
２

６
３
名
、
中
学
校
４
２
２
名
。
新
た
な
教

育
支
援
教
室
の
開
設
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
拡
充
配
置
等
を
検
討
す
る
。
ま

た
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
関
係
部

局
と
連
携
を
図
り
、
情
報
収
集
に
努
め
る
。

自
治
会
活
動
補
助
金
の
見
直
し
を

問　
自
治
会
活
動
補
助
金
を
地
区
連
合
自

治
会
に
交
付
し
て
い
る
が
、
20
年
以
上
も

補
助
額
が
変
わ
っ
て
い
な
い
。
昨
今
の
物

価
高
騰
の
影
響
等
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
の
活
動
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る

た
め
、
同
金
額
を
見
直
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
物
価
高
騰
等
が
、
自
治
会
活
動
に
影

響
を
与
え
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
補

助
金
を
含
め
、
自
治
会
へ
の
効
果
的
な
支

援
の
在
り
方
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

自
由
民
主
党
絆
の
会

泉い
ず

井い　
智と

も

弘ひ
ろ

日
本
共
産
党柿か

き

原は
ら　

真ま

生き

日
本
共
産
党竹た

け

村む
ら　

博ひ
ろ

之ゆ
き

自
由
民
主
党
絆
の
会

里さ
と

野の　
善よ

し

徳の
り

市議会ホームページから会議録の検索、閲覧ができます
パソコン、スマートフォン等で、議会の会議録（本会議録、委員会記録）をご覧になれます。
なお、本会議については、正式な会議録が作成されるまでの間、速報版を掲載しています。
（速報版は、本会議最終日（討論・採決）から、おおむね20日以内にその会期中の会議録を掲
載し、正式な会議録を会議録検索システムに掲載した時点で削除します。）

①をクリックすると、閲覧したい日の会議録
が選べます。

②をクリックすると、検索システムのトップ
画面が表示されますので、右上にある「検索」
ボタンをさらにクリックし、表示された画面
内の対象年、キーワード、発言
者、会議の種類などの条件を絞
り込めば、質問や答弁を検索す
ることができます。

本会議録の速報版の閲覧方法

会議録検索システムの閲覧方法

会議録
検索システム

市議会の
ホームページ

①
②
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※分科会や委員会の質疑内容等は、委員会記録をご覧ください。また、本会議での賛否の状況は、14、15面の議決結果をご覧ください。
　なお、文教市民常任委員会には付託案件はありません。

常任委員会の審査から

予
算
常
任
委
員
会

【
審
査
案
件
】

予
算
関
係
の
議
案

　
予
算
常
任
委
員
会
に
は
予
算
案
22
件

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第21号　令和５年度一般会計予算
　総額1,563億2,670万円、前年度比3.5％の増
議案22～29号　令和５年度特別会計予算（国民健康保険等８件）
　総額771億4,844万円、前年度比0.3％の増
議案第30号、31号　令和５年度事業会計予算（水道、下水道）
　総額304億391万円、前年度比8.8％の増
議案第32号　令和４年度一般会計補正予算（第14号）
　�65歳以上の高齢者に対し生活支援のためのギフトカードの配付に伴
う費用、３億8,996万円の増額補正

主 な 付 託 案 件

賛成多数で
承  認議案第21号　令和５年度一般会計予算

〈主な内容〉

○人権推進事業� ２万円
　�一方または双方が性的マイノリティー当事者であ
る２人が、お互いを人生のパートナーとし、日常
生活において協力し合う関係であると宣誓した事
実を市が公に証明する制度の実施に係る経費

○庁舎管理事業ほか� 230万円
　�公用自動車の一部に電気自動車を導入および充電
設備の設置に係る経費

○特定教育・保育施設等運営支援事業ほか�
� 6,940万円
　�保育所等や障害児通所支援事業者に対して、送迎
用バスの安全装置設置に係る経費や、ICTを活用し
た子どもの見守り支援等に係る経費

○公立保育所管理事業ほか� 4,751万円
　�重大な事故等の発生リスクが高い樹木（危険木）に
ついて診断調査を実施、診断調査結果に基づきせ
んてい・植替等業務の実施に係る経費

○国民年金事業� 255万円
　�出張所に来所された方からの年金相談を、本庁職
員がオンラインの画面を通じて受けることができ
る遠隔相談窓口システムの導入に係る経費

○母子健診事業� 66万円
　�多胎妊婦に対し、妊婦健診にかかる費用を最大５
回まで上乗せする助成の実施に係る経費

○妊娠・出産包括支援事業� 186万円
　�住民税非課税世帯または同等の所得水準である妊
婦に対する初回の産科受診料の助成に係る経費
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議案第32号　令和４年度一般会計補正予算（第14号）

〈反対意見の概要〉

〈反対意見の概要〉

〈総括質疑の主な質疑項目〉

○�都市計画道路千里丘朝日が丘線道路新
設・千里丘朝日が丘線用地取得事業�
�� ６億1,502万円

　�都市計画道路千里丘朝日が丘線における未整備区
間（千里丘工区）の整備に係る経費

○�新型コロナウイルス感染症の感染症法上の５類移行後も、引き続き、同感染症・物価高騰緊急対策アクション
プランとして本市独自の施策を実施する必要性

○�増加傾向の不登校児童・生徒について、市と教育委員会が連携し公共施設の活用を含めた居場所などを早急に
確保する必要性

○�市の各種計画等と適合した市有施設の管理などを経営戦略の視点でマネジメントするため、資産経営室により
一層強い権限と責務を与える必要性

○高齢者施策推進事業� ３億8,996万円
　�65歳以上の高齢者に対し生活支援のためのギフト
カードの配付に係る経費

○�物価上昇の影響を受ける高齢者の経済的負担を軽減しようとする本案の趣旨には反対しないが、総予算に占め
る事務的経費が約３割と無駄が多く、市民理解が得られるとは考えられない。また、一人当たり3,000円とい
う金額も、他市に比べ少額であり、効果も限定的である。提案理由として挙げた高齢者からの声の件数も調べ
ていないことや、電子決済システムの高齢者の利用率も把握せずに、電子決済へのポイント付与ではなくギフ
トカードを選ぶなど、提案内容、提案理由ともに不十分であるため、本案に反対する。

○�市長の政治姿勢は、市民の健康や命、暮らしを守るという、地方自治体の長としての一番の役割を軽視してい
るとしか言えない。まちづくりや子育て、福祉施策に対し、住民や当事者に対して傾聴も対話も行わないまま
決定し、公的責任を後退させる市長の政治姿勢は問題であると指摘し、本案に反対する。

○小・中学校給食事業�
� 11億3,935万円
　�子育て世帯への経済支援策として、小学校給食費
の無償化および中学校給食費の半額補助の実施に
係る経費

事業後の完成予想図 小学校給食の様子

賛成多数で
承  認
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議案第３号　会計年度任用職員の給与等条例の一部改正 全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉
〇支給割合の引上げ幅が一般職職員と異なる理由
〇期末手当の改定に伴う予算への影響額

議案第５号　重度障がい者の医療費の助成に関する条例等の一部改正 全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉
〇本条例改正による新たな助成対象者数の見込み
〇大阪府の福祉医療費助成制度の変更に伴う府内各市町村の対応状況

財
政
総
務
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

防
犯
・
防
災
、
消
防
、
行
財
政
な
ど

　
財
政
総
務
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

１
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第３号　会計年度任用職員の給与等条例の一部改正
　会計年度任用職員の期末手当の改定を行うものです。

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

福
祉
、
医
療
、
子
育
て
な
ど

　
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

２
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
案
件
、
継
続
審
査
案
件
お
よ
び

主
な
審
査
内
容
・
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

�議案第５号　重度障がい者の医療費の助成条例等の一部改正
　�大阪府の福祉医療費助成制度の変更に伴い、助成対象者の範囲を拡大
するものです。

議案第６号　国民健康保険条例の一部改正
　�国民健康保険法施行令等の改正内容に準じ、保険料の賦課限度額の改
定等を行うものです。

議案第123号（令和４年）　障害者支援交流センターの指定管理者の指定
　　　　　　　　　　　　（継続審査案件）
　�社会福祉法人さつき福祉会を、令和５年４月１日から令和15年３月
31日まで指定管理者に指定するものです。

付 託 案 件 お よ び 継 続 審 査 案 件

付 託 案 件
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全員賛成で
承  認

〈賛成意見の概要〉

〈11月定例会の主な質疑項目〉 〈継続審査中に開催された委員会の主な質疑項目〉

〇賦課限度額の改定における本市の裁量の有無
〇本市における出産費用の実状と出産育児一時金の増額に対する市の考え
〇本条例改正以外の保険料軽減策の検討状況

議案第６号　国民健康保険条例の一部改正 全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉

※11月定例会からの継続審査案件であり、審査の結果を2月定例会にて報告しました。

○�選定委員会委員の施設見学による選定の公平性
への影響の有無

○�委員の欠席連絡を受けていたにもかかわらず選
定委員会の日程を変更しなかった理由

○�施設利用者を選定委員会委員としなかった理由
○�審査項目に反映した現施設の課題
○�指定管理委託実施後に提案内容の実現状況を確
認する方法

○�市の指定管理者制度導入施設における選定委員
会委員を対象とした施設見学の実施状況

○�指定管理委託料の積算根拠の明確化を進める必
要性

○�同委託料の積算におけるインセンティブの見直
し予定

○�選定委員会委員が欠席予定の場合の選定委員会
開催の判断基準

○�施設見学により生じた選定過程への疑義に対す
る市の考え

○�指定管理者候補者の再選定を実施しなかった理
由

○�本案が否決された場合の市の対応と市の負担の
変動額

○�選定委員会委員と応募事業者との接触禁止に関
する市の規定内容

○�今後の指定管理者候補者選定における施設見学
の在り方に対する市の考え

○�そもそも疑義があったとは考えておらず、公正
な選考で選ばれたと認識している。いたずらに
審査を引き延ばしたように見受けられ、利用者
に不安をもたらしただけであったと言わざるを
得ない。

議案第123号（令和４年）　�障害者支援交流センターの�
指定管理者の指定（継続審査案件）

障害者支援交流センター「あいほうぷ吹田」

11

す い た 市 議 会 だ よ り

令和5年 6月１日発行 令和 5年 6月１日発行

４
年
間
の
取
り
組
み

議
会
日
誌

議
決
結
果

定
例
会
の
概
要

代
表
質
問

常
任
委
員
会

百
条
委
員
会

質

問

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会



〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

建
設
環
境
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

道
路
、
公
園
、
水
道
、
環
境
な
ど

　
建
設
環
境
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
８
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第１号　マンションの管理の適正化の推進に関する条例
　�マンションの管理の適正化の推進に関する法律に定めるもののほか、
マンションの管理の適正化に関し必要な事項を定めるものです。

議案第２号　空家等の適切な管理に関する条例
　�空家等対策の推進に関する特別措置法に定めるもののほか、空家等お
よび法定外空家等に関する施策を推進するために必要な事項を定める
ものです。

議案第11号　下水道条例の一部改正
　新設等に係る排水管の内径等の基準を変更するものです。

全員賛成で
承  認

全員賛成で
承  認議案第２号　空家等の適切な管理に関する条例

全員賛成で
承  認議案第11号　下水道条例の一部改正

議案第１号　マンションの管理の適正化の推進に関する条例

○�本案における区分所有の長屋の取り扱い

○�本案に基づき提出される届け出により審査を行う
担当行政機関

○各種届け出の提出期間の詳細

○市の指導等に従わない管理組合の取り扱い

○�本案と同様の条例を制定している他の自治体との
制度の相違点

○�マンションの管理に関するこれまでの市への相
談内容および適正なマンション管理を推進する
ための職員体制

○相続人が不明または存在しない空家の取り扱い

○�代執行の対象となる空家の戸数および共同住宅
における空家の概況

○�危険性が認められる空家に対して実施する緊急
安全措置の詳細

○��空家の発生を防ぐための
取り組みおよび空家の活
用策

○�内径等の基準の変更に伴う下水道使用料への影響

主 な 付 託 案 件
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1 キャッシュカードが酷似していたとの説明
　�　政務活動費専用口座のりそな銀行キャッシュカード
が、自身の同銀行の同カードと酷似し間違ったとする
松尾元議員の弁明は、そもそも自身の同銀行の口座は
自動引き落としのみに使用し、同カードは一切使われ
ていないので、取り違えて使用したとはおよそ考えら
れないこと、また、自身の議員報酬振り込み先として
登録していた三井住友銀行の口座の同カードは銀色で
あり、政務活動費専用口座の同カードが緑色でデザイ
ンも全く異なることから、到底信用できない。よって、
令和４年度における政務活動費専用口座からの４回に
わたる出金は、個人的な用件で何か必要があって出金
したものと推察できる。

2 令和２年（2020年）度の不明瞭な入出金
　�　この年度については、大阪維新の会・吹田は会派と
して政務活動費を使わないと決めていたが、７件の
カードによる出金および同額の入金があった。これら
７件のうち、４件について、会派の議員も分からない
使途不明の出金があったことは、やはり、同元議員自
身の個人的な用件で何か必要があって出金したものと
推察できる。

3 令和３年（2021年）度の不明瞭な入出金
　�　同元議員自身が不明と主張する３回の入出金につい
ても、会派の他の議員が出金依頼したという証言はな
く、個人的な用件で出金したにもかかわらず、隠蔽す
るために不明などと主張していると言わざるを得ない。

4 不明瞭な入出金の規則性
　�　政務活動費の専用口座の不明瞭な入出金の日につい
ては、毎月20日（土日、祝日に当たる場合は、その前
の平日）に支払われる議員報酬の支払い日を基点に、そ
の前に出金し、その後に同額を入金することを繰り返
しており、規則性が認められる。

100条委員会の調査報告

調査で判明した事項に対する結論（一部抜粋）

　特別委員会の調査結果について委員長が本会議で報告を行いました。その内容の一部をお伝えし
ます。
　なお、100条委員会は、当事者の松尾元議員本人が出頭せず、証言を得られなかったため、完全
な真相究明は図れませんでしたが、関係者の証言や記録の提出などから、以下のとおり結論づけま
した。（調査報告書の全文は、市議会ホームページに掲載しています。）
　また、本委員会は調査を終え、令和５年２月20日の本会議で廃止しました。

調査報告書

政務活動費の不明瞭な入出金等に係る調査特別委員会（通称：100条委員会)
設置目的…�令和4年10月7日の議会運営委員会において報告された大阪維新の会・吹田の政務活動費の不明瞭

な入出金等に係る事項の調査

5 不明瞭な入出金の一因として想定される事項
　�　当時、同元議員が入居していた集合住宅の
賃貸人である独立行政法人都市再生機構から
提出された記録により、同元議員は、入居時
および令和３年11月に支払った家賃等以外、
毎月の家賃および共益費を滞納し、延滞利息
を支払うという状態であったこと、最終的に
未納家賃を残したまま退去した事実が判明し
ている。このことから、同元議員は生活費な
どに困窮していたのではないかと推察され、
これが、会派の政務活動費を私的に流用する
ことにつながったのではないかと考えても、
あながち不合理ではない。

6 議員辞職に至った理由
　�　大阪維新の会・吹田から提出された記録に
よると、令和４年９月８日に同元議員から同
議員団に対して「一身上の都合で議員辞職す
るから、一切のことは黙っていてほしいとい
う申し出があった」とあることから、不明瞭
な入出金について自らの議員辞職をもって幕
引きを行い、詳細な公表をしないつもりだっ
たのではないかと思われる。

7 調査の結論に基づく今後の対応など
　⑴�大阪維新の会・吹田による同元議員の告訴
　⑵�大阪維新の会・吹田における再発防止策の

検討と公表
　⑶�各会派における政務活動費の出金手続きの

再点検および再発防止策
　⑷議会の調査権限の軽視を防ぐための告発

※�同元議員の不出頭等に対して、告発する議案
も賛成多数で可決しました。告発書の抜粋は
16面に掲載しています。
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議決結果 ＜全員賛成の議案および報告案件＞

議案番号 案件名 議決結果
継続審査案件（令和４年11月定例会提案分）

議案第123号
（令和４年） 吹田市立障害者支援交流センターの指定管理者の指定について 福 可決

報　　告
報告第１号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
条　　例
議案第１号 吹田市マンションの管理の適正化の推進に関する条例の制定について 建 原案可決
議案第２号 吹田市空家等の適切な管理に関する条例の制定について 建 原案可決
議案第３号 吹田市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決
議案第４号 吹田市公平委員会設置条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第５号 吹田市重度障がい者の医療費の助成に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決
議案第６号 吹田市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決
議案第７号 吹田市建築審査会条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決
議案第８号 吹田市建築基準法施行条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決
議案第９号 吹田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決
議案第10号 吹田市開発事業の手続等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決
議案第11号 吹田市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決

議案第43号 吹田市情報公開・個人情報保護審査会条例及び吹田市個人情報の保護に関する法律施行条例の一部を改正す
る条例の制定について 原案可決

予　　算
議案第22号 令和５年度吹田市国民健康保険特別会計予算 予 原案可決
議案第23号 令和５年度吹田市部落有財産特別会計予算 予 原案可決
議案第24号 令和５年度吹田市勤労者福祉共済特別会計予算 予 原案可決
議案第25号 令和５年度吹田市介護保険特別会計予算 予 原案可決
議案第26号 令和５年度吹田市後期高齢者医療特別会計予算 予 原案可決
議案第27号 令和５年度吹田市公共用地先行取得特別会計予算 予 原案可決
議案第28号 令和５年度吹田市病院事業債管理特別会計予算 予 原案可決
議案第29号 令和５年度吹田市母子父子寡婦福祉資金貸付特別会計予算 予 原案可決
議案第30号 令和５年度吹田市水道事業会計予算 予 原案可決
議案第31号 令和５年度吹田市下水道事業会計予算 予 原案可決
議案第33号 令和４年度吹田市一般会計補正予算（第15号） 予 原案可決
議案第34号 令和４年度吹田市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 予 原案可決
議案第35号 令和４年度吹田市部落有財産特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決
議案第36号 令和４年度吹田市勤労者福祉共済特別会計補正予算（第３号） 予 原案可決
議案第37号 令和４年度吹田市介護保険特別会計補正予算（第３号） 予 原案可決
議案第38号 令和４年度吹田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 予 原案可決
議案第39号 令和４年度吹田市公共用地先行取得特別会計補正予算（第２号） 予 原案可決
議案第40号 令和４年度吹田市病院事業債管理特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決
議案第41号 令和４年度吹田市水道事業会計補正予算（第４号） 予 原案可決
議案第42号 令和４年度吹田市下水道事業会計補正予算（第４号） 予 原案可決
その他の議案
議案第12号 本庁舎改修工事（建築工事）請負契約の締結について 可決
議案第13号 本庁舎改修工事（電気設備工事）請負契約の締結について 可決
議案第14号 本庁舎改修工事（機械設備工事）請負契約の締結について 可決
議案第15号 佐井寺西土地区画整理事業に係る造成等工事請負契約の締結について 可決
議案第16号 （仮称）南千里駅前公共公益施設整備事業契約の一部変更について 可決
議案第17号 吹田市南消防署南正雀出張所建設工事（建築工事）請負契約の一部変更について 可決

議案第18号 吹田市立江坂大池小学校校舎及び吹田市立江坂大池留守家庭児童育成室増築工事（建築工事）請負契約の一部
変更について 可決

議案第19号 包括外部監査契約の締結について 可決
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賛成者は○、反対者は×、欠席者は欠としています。
会派名：大阪維新の会＝大阪維新の会・吹田、民主・立憲＝民主・立憲フォーラム、市民と歩＝市民と歩む議員の会、無＝無所属クラブ、な＝党派はなし

※案件名の後ろに記載している文字は、その案件が付託された委員会を表しています。記載のない場合は、委員会に付託されていません。
　財…財政総務常任委員会、福…健康福祉常任委員会、建…建設環境常任委員会、予…予算常任委員会

賛否一覧表 全員賛成以外の議案について掲載しています。

議案番号 案件名 議決結果
その他の議案
議案第20号 市道路線の認定及び廃止について 建 可決
議案第46号 吹田市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意
議員提出議案および委員会提出議案

市会議案第３号 吹田市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 原案可決
市会議案第５号 人権擁護委員の推薦に関する意見について 原案可決
市会議案第６号 認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める意見書 原案可決

＜全員賛成以外の議案＞
予　　算
議案第21号 令和５年度吹田市一般会計予算 予 原案可決
議案第32号 令和４年度吹田市一般会計補正予算（第14号） 予 原案可決
議案第44号 令和４年度吹田市一般会計補正予算（第16号） 原案可決
議案第45号 令和５年度吹田市一般会計補正予算（第１号） 原案可決
議員提出議案および委員会提出議案

市会議案第１号 吹田市議会個人情報保護条例の制定について 原案可決
市会議案第２号 不出頭等に対する告発について 原案可決
市会議案第４号 吹田市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について 否決
市会議案第７号 普天間飛行場周辺の子どもたちを取り巻く空、水、土の安全の保障を求める意見書 否決
市会議案第８号 性的少数者（LGBTQ+）への差別を禁止する法律等の制定を求める意見書 否決
市会議案第９号 重度障がい者医療費助成制度の国の制度化等を求める意見書 否決
市会議案第10号 物価高騰に見合う年金額の引上げを求める意見書 否決
政務活動費の不明瞭な入出金等に係る調査特別委員会調査報告 原案可決

議決結果

日本共産党 公明党 自由民主党絆の会 大阪維新の会 民主・立憲 吹田党 市民と歩 無 な

賛　
成

反　
対

益
田　
洋
平

村
口
久
美
子

山
根　
建
人

玉
井
美
樹
子

柿
原　
真
生

塩
見
み
ゆ
き

竹
村　
博
之

浜
川　
　
剛

矢
野
伸
一
郎

井
上
真
佐
美

野
田　
泰
弘

吉
瀬　
武
司

小
北　
一
美

坂
口　
妙
子

泉
井　
智
弘

澤
田　
直
己

白
石　
　
透

石
田　
就
平

藤
木　
栄
亮

里
野　
善
徳

高
村　
将
敏

橋
本　
　
潤

馬
場
慶
次
郎

井
口　
直
美

西
岡　
友
和

川
本　
　
均

木
村　
　
裕

山
本　
　
力

有
澤　
由
真

後
藤　
恭
平

石
川　
　
勝

五
十
川
有
香

池
渕
佐
知
子

生
野　
秀
昭

斎
藤　
　
晃

予　　算

議
長
に
つ
き
、
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

議案第21号 原案可決 × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 23 11
議案第32号 原案可決 ○ ○ 欠 ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ × × 27 5
議案第44号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 31 3
議案第45号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 31 3
議員提出議案および委員会提出議案

市会議案第１号 原案可決 × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 26 7
市会議案第２号 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ × ○ 29 4
市会議案第４号 否決 × × × ○ × × × × ○ 5 29
市会議案第７号 否決 ○ × × × ○ × ○ × × 13 21
市会議案第８号 否決 ○ × × × ○ ○ ○ × × 16 18
市会議案第９号 否決 ○ × × × ○ ○ ○ × × 16 18
市会議案第10号 否決 ○ × × × ○ ○ ○ × × 16 18
政務活動費の不
明瞭な入出金等
に係る調査特別
委員会調査報告

原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ × ○ 29 4
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令和４年２月定例会の様子

◇�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
補
正
予
算
案
等
を
審
議
す
る

た
め
の
臨
時
会
を
開
催

（
令
和
２
年
４
月
を
は
じ
め
７
回
開
催
）

　
市
民
や
事
業
者
等
を
支
援
す
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
関
連
予
算
案
な
ど
を
早
急

に
審
議
す
る
た
め
、
臨
時
会
を
計
７
回
開

催
し
ま
し
た
。
各
臨
時
会
の
実
施
時
期
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
議
決
結
果
等
の
詳
細

は
、
本
会
議
録
や
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

○
令
和
２
年
４
月
臨
時
会（
４
月
30
日
）

○
令
和
２
年
５
月
臨
時
会（
５
月
18
日
）

○
令
和
２
年
７
月
臨
時
会（
７
月
20
日
）

○
令
和
２
年
８
月
臨
時
会（
８
月
28
日
）

○
令
和
３
年
１
月
臨
時
会（
１
月
29
日
）
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議案審査の詳細な内容等は、本会議録や委員会記録（図書館等での閲覧のほか、市議会ホームページの会議録検索システムか
らでも閲覧可能）をご覧ください。

　６月臨時会を６月５日㈪から６月12日㈪までの会期で開催を予定しています。なお、以下の日程以外にも委員会等を開催す
る場合があります。
※本会議での手話通訳の派遣を実施していますので、希望される方は、事前に議会事務局（電話06-6384-2644　FAX06-
6338-0920）までご連絡ください。

11月定例会閉会後の主な議会活動

議 会 日 誌 ～ 告  発 ～

　次の市会議案を可決し、大阪地方検察庁に送付し
ました。（告発書の一部を抜粋して掲載しています。）

○市会議案第2号　不出頭等に対する告発について
告 発 人　吹田市議会議長　坂口　妙子
被告発人　松尾　翔太
告発の趣旨
　被告発人の次項の事実は、地方自治法第100条第
3項に該当すると認められるので、同条第９項の規
定により告発します。
⑴�記録を提出するよう請求を受けながら、正当とは
認められない理由を示し、提出しなかった。

⑵�政務活動費の不明瞭な入出金等に係る調査特別委
員会に証人として出頭するよう請求を受けながら、
正当とは認められない理由を示し、出頭しなかった。

令和５年(2023年)６月臨時会日程（案）

6月  5日㈪　本会議(役員選考）
　　 6日㈫　本会議(役員選考）
　　 7日㈬　本会議(議案審議）
　　　　　　予算常任委員会(提案説明、資料要求）
　　　　　　４常任委員会
　　　　　　(提案説明、資料要求、質疑、討論・採決）
　　　　　　予算常任委員会分科会（質疑）

6月  8日㈭　予算常任委員会（討論・採決）
　  12日㈪　本会議（議案審議、討論・採決）

開催した会議

12
月

20日 政務活動費の不明瞭な入出金に係る調査特別
委員会（以下「100条委員会」という。）

21日 100条委員会
22日 100条委員会
27日 100条委員会　

１
月

12日 100条委員会
16日 100条委員会
19日 100条委員会
23日 議会運営委員会　
30日 100条委員会

２
月

1日 100条委員会
7日 議会広報委員会
９日 健康福祉常任委員会
13日 議会運営委員会、100条委員会

20日 本会議、議会運営委員会、予算常任委員会、
予算常任委員会分科会（財政総務、健康福祉）

27日 本会議、議会運営委員会、予算常任委員会
28日 本会議

３
月

1日 本会議、議会運営委員会

2日 本会議、常任委員会（財政総務、健康福祉、
建設環境、予算）

3日 財政総務常任委員会、予算常任委員会分科会
（財政総務、文教市民）

6日 予算常任委員会分科会（財政総務、文教市民）

7日 常任委員会（健康福祉、建設環境）、
予算常任委員会分科会（健康福祉、建設環境）

８日 予算常任委員会分科会（健康福祉、建設環境）
16日 予算常任委員会
20日 議会運営委員会
23日 本会議、議会運営委員会

　地方自治法第100条を根拠とする議会の調査権
「100条調査権」を委任された「100条委員会」によ
る調査に対し、出頭拒否や偽証があった場合、議
会には告発する権限が与えられています。

「100条委員会」
教えて！議会のこと

吹田市イメージキャラクターすいたん

令和 5年 6月１日発行
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本
会
議
関
係

◇�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
に
配
慮
し
た
議
会
運
営

（
令
和
２
年
４
月
臨
時
会
か
ら
実
施
）

　
各
定
例
会
お
よ
び
臨
時
会
に
お
い
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下「
新
型

コ
ロ
ナ
」と
表
記
）拡
大
防
止
な
ど
の
対
策

を
実
施
し
、
開
催
し
ま
し
た
。
実
施
し
た

主
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

○
身
体
的
距
離
の
確
保

　
議
場
で
の
感
染
防
止
を
図
る
た
め
、
議

員
に
つ
い
て
、
議
席
間
は
通
路
を
含
め
て

距
離
を
確
保
し
、
開
会
時
と
採
決
時
を
除

き
、
一
部
は
別
室
で
議
会
中
継
を
観
る
な

ど
し
て
待
機
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な

お
、
議
事
説
明
員（
議
場
に
出
席
す
る
市

長
や
職
員
等
）に
も
配
慮
し
、
ほ
ぼ
同
じ

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

○�

感
染
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
提

案
説
明
の
省
略

　
令
和
４
年
２
月
定
例
会
か
ら
、
議
員
と

議
事
説
明
員
と
も
に
可
能
な
限
り
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
を
回
避
し
、
実
質
的
な
審
議

に
あ
た
る
代
表
質
問
や
質
問（
個
人
質

問
）、
委
員
会
審
査
を
よ
り
重
視
し
て
無

事
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
定

例
会
の
本
会
議
初
日
の
提
案
説
明
を
省
略

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
代
わ
り
に
、
省
略
し
た
提
案
説

明
の
内
容
が
分
か
る
事
前
説
明
資
料
を
配

付
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

今
任
期
の
４
年
間
の
市
議
会
の
主
な
取
り
組
み

　
こ
の
４
年
間
の
議
員
任
期
中（
令
和
元
年（
２
０
１
９
年
）５
月
27
日
か

ら
令
和
５
年（
２
０
２
３
年
）５
月
26
日
ま
で
）は
、
ほ
と
ん
ど
が
コ
ロ
ナ

禍
の
時
期
と
重
な
っ
た
た
め
、
市
民
等
に
必
要
な
支
援
を
迅
速
に
届
け

る
こ
と
を
最
優
先
と
し
つ
つ
も
、
感
染
防
止
対
策
を
図
り
な
が
ら
、
十

分
審
議
す
る
議
会
運
営
の
取
り
組
み
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

令和４年２月定例会の様子

◇�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
補
正
予
算
案
等
を
審
議
す
る

た
め
の
臨
時
会
を
開
催

（
令
和
２
年
４
月
を
は
じ
め
７
回
開
催
）

　
市
民
や
事
業
者
等
を
支
援
す
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
関
連
予
算
案
な
ど
を
早
急

に
審
議
す
る
た
め
、
臨
時
会
を
計
７
回
開

催
し
ま
し
た
。
各
臨
時
会
の
実
施
時
期
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
議
決
結
果
等
の
詳
細

は
、
本
会
議
録
や
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

○
令
和
２
年
４
月
臨
時
会（
４
月
30
日
）

○
令
和
２
年
５
月
臨
時
会（
５
月
18
日
）

○
令
和
２
年
７
月
臨
時
会（
７
月
20
日
）

○
令
和
２
年
８
月
臨
時
会（
８
月
28
日
）

○
令
和
３
年
１
月
臨
時
会（
１
月
29
日
）

○
令
和
３
年
４
月
臨
時
会（
４
月
21
日
）

○�

令
和
４
年
１
月
臨
時
会(

１
月
12
、
13

日)

◇�

議
案
書
等
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

推
進�

（
令
和
３
年
度
か
ら
実
施
）

　
令
和
４
年
２
月
か
ら
、
市
か
ら
議
員
に

配
付
さ
れ
る
文
書
の
う
ち
、
冊
子
等
の
印

刷
物
へ
の
か
が
み
文
の
添
付
を
省
略
す
る

と
と
も
に
、
紙
媒
体
で
の
報
告
文
書
の
配

付
は
、
議
員
単
位
の
選
択
制
と
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
５
月
定
例
会
か
ら
、

庁
内
で
印
刷
す
る
議
案
書
お
よ
び
議
案
参

考
資
料
に
つ
い
て
、
電
子
デ
ー
タ
で
閲
覧

な
ど
を
す
る
た
め
、
配
付
を
希
望
し
な
い

議
員
は
、
そ
の
配
付
を
辞
退
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
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委
員
会
関
係

◇�

決
算
常
任
委
員
会
か
ら
の
市
な
ど

に
対
す
る
提
言

�

（
令
和
元
年
８
月
な
ど
で
実
施
）

　
決
算
常
任
委
員
会
か
ら
、
市
政
の
課
題

等
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
、
８
項
目
の
提

言
を
、
次
の
と
お
り
市
長
等
に
文
書
で
提

出
し
ま
し
た
。
提
言
を
受
け
、
市
が
課
題

等
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、

議
会
で
そ
の
進
捗
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

（
矢
印
の
以
下
の
部
分
で
、
市
の
取
り
組

み
状
況
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

令
和
元
年
８
月

○�「
安
心
、
安
全
な
上
・
下
水
道
の
実
現
」

　

�　
発
注
工
事
で
、
業
者
に
よ
る
不
正
が

発
覚
し
た
た
め
、
再
発
防
止
策
の
策
定

等
を
行
う
こ
と
。
→【
実
施
済
み
】

令
和
元
年
11
月

○「
救
命
救
急
体
制
の
強
化
」　

　

�　
救
急
出
動
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る

た
め
、
救
命
救
急
体
制
を
一
層
強
化
す

る
こ
と
。
→【
検
討
中
】

○「
政
策
的
経
費
の
取
り
扱
い
」　

　

�　
市
で
新
規
事
業
等
を
実
施
す
る
際
、

他
の
予
算
か
ら
流
用
す
る
の
で
は
な

く
、
議
会
で
の
審
議
を
経
る
予
算
案
を

提
出
す
る
こ
と
。
→【
実
施
済
み
】

○「
小
・
中
学
校
の
暑
さ
対
策
」　

　

�　
特
別
教
室
へ
の
空
調
設
備
整
備
を
早

急
に
進
め
る
こ
と
。
→【
実
施
済
み
】

○「
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
対
策
」　

　

�　
ひ
き
こ
も
っ
た
中
高
年
が
、
社
会
的

に
孤
立
し
な
い
よ
う
、
相
談
・
支
援
体

制
の
確
立
な
ど
の
必
要
な
施
策
を
実
施

す
る
こ
と
。
→
主
た
る
相
談
窓
口
は
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
と

な
っ
て
い
る
が
、
相
談
・
支
援
体
制
の

構
築
に
つ
い
て
、
関
係
部
局
と
の
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
ひ
き
こ
も
り
対
策

を
継
続
課
題
と
し
て
協
議
し
て
い
く
。

【
一
部
実
施
済
み
】

○「
福
祉
避
難
所
の
体
制
整
備
」　

　

�　
支
援
を
要
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
者

等
の
た
め
の
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
、

早
急
に
体
制
を
整
備
で
き
る
よ
う
、
積

極
的
に
支
援
す
る
こ
と
。
→
全
施
設
で

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
た
が
、
福

祉
避
難
所
運
営
調
整
会
議
に
お
い
て
、

情
報
共
有
や
諸
課
題
の
検
討
を
進
め
て

お
り
、
必
要
に
応
じ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

改
訂
し
、
災
害
時
の
迅
速
な
対
応
に
取

り
組
む
。【
一
部
実
施
済
み
】

令
和
２
年
10
月

○「
消
防
職
員
の
職
場
環
境
の
整
備
」　

　

�　
24
時
間
体
制
で
任
務
に
当
た
る
消
防

職
員
に
と
っ
て
、
働
き
や
す
い
快
適
な

環
境
と
な
る
よ
う
、
仮
眠
室
や
更
衣
室

等
を
整
備
す
る
こ
と
。
→
仮
眠
室
が
個

室
化
さ
れ
て
い
な
い
署
な
ど
に
つ
い

て
、
応
急
的
に
一
部
改
善
を
行
っ
た
。

【
一
部
実
施
済
み
】

令
和
４
年
10
月

○「
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
支
援
」　

　

�　
以
前
と
比
べ
顕
著
に
増
加
し
て
い
る

不
登
校
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
、
一
人

一
人
に
寄
り
添
っ
た
具
体
的
な
支
援
策

や
環
境
づ
く
り
を
、
関
係
機
関
等
と
連

携
し
、
責
任
を
持
っ
て
早
急
に
取
り
組

む
こ
と
。
→【
検
討
中
】

令和４年決算常任委員会の様子

◇�

北
大
阪
健
康
医
療
都
市
等
の
ま
ち

づ
く
り
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置  

�

（
令
和
元
年
６
月
臨
時
会
で
設
置
）

　
旧
国
鉄
吹
田
操
車
場
の
跡
地
等
に
お
け

る
健
康
・
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
や
低
炭
素

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、

関
連
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、「
北

大
阪
健
康
医
療
都
市
等
の
ま
ち
づ
く
り
検

討
特
別
委
員
会
」を
、
前
任
期
に
引
き
続

き
設
置
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
設
置
目
的
を
達
成
し
た
た
め
、

本
特
別
委
員
会
は
令
和
２
年
５
月
定
例
会

で
廃
止
し
ま
し
た
。

◇�

防
災
・
減
災
等
対
策
特
別
委
員
会

の
設
置

�

（
令
和
元
年
７
月
定
例
会
で
設
置
）

　
平
成
30
年
に
発
生
し
た
地
震
や
台
風
等

の
自
然
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
議
会

内
の
対
応
も
含
め
て
検
証
す
る
と
と
も

に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
や
安
心
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
初
動
態
勢

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、「
防
災
・
減

災
等
対
策
特
別
委
員
会
」を
設
置
し
ま
し

た
。

　
な
お
、
設
置
目
的
を
達
成
し
た
た
め
、

本
特
別
委
員
会
は
令
和
３
年
５
月
定
例
会

で
廃
止
し
ま
し
た
。
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◇�

政
務
活
動
費
の
不
明
瞭
な
入
出
金

等
に
係
る
調
査
特
別
委
員
会
の
設

置【
通
称
：
１
０
０
条
委
員
会
※
】

�

（
令
和
４
年
10
月
臨
時
会
で
設
置
）

　
令
和
４
年
10
月
７
日
の
議
会
運
営
委
員

会
で
報
告
さ
れ
た
大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

の
政
務
活
動
費
の
不
明
瞭
な
入
出
金
等
に

つ
い
て
、
調
査
す
る
た
め
、「
政
務
活
動
費

の
不
明
瞭
な
入
出
金
等
に
係
る
調
査
特
別

委
員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
調
査
結
果
を
示
し
た
委
員
会
報

告
書
を
令
和
５
年
２
月
定
例
会
で
可
決
し

た
た
め
、
本
特
別
委
員
会
は
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。

※�

１
０
０
条
委
員
会
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
16
面
の「
教
え
て
！
議
会
の
こ
と
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

100条委員会の様子

◇�

委
員
会
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を

可
能
と
す
る
委
員
会
条
例
な
ど
の

改
正�

（
令
和
２
年
度
に
改
正
）

　
災
害
や
感
染
症
流
行
の
た
め
、
各
委
員

（
議
員
）な
ど
が
委
員
会
室
等
へ
の
参
集
が

困
難
で
あ
る
と
委
員
長
な
ど
が
判
断
し
た

場
合
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
出
席
を
可
能
と

す
る
た
め
、
委
員
会
条
例
の
改
正
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

議
員
報
酬
等

◇�
議
員
報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例

を
制
定

�

（
令
和
２
年
４
月
臨
時
会
で
議
決
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
費
に
充
て
る
た
め
、

議
員
報
酬
を
令
和
２
年
５
月
か
ら
10
月
ま

で
２
割
減
額
す
る
特
例
条
例
を
令
和
２
年

４
月
臨
時
会
で
可
決
し
、
制
定
し
ま
し

た
。

広

報

関

係

◇�

政
務
活
動
費
に
よ
る
視
察
の
報
告

書
の
公
開

�
(

令
和
元
年
度
分
か
ら
実
施)

　
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
、
よ
り
使
途
の

透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
令
和
元
年
度

分
か
ら
、
各
会
派
か
ら
提
出
さ
れ
た
視
察

の
報
告
書
を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
視
察
等
の
実
施
状
況
を
一
度
に

確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
視
察
・

研
修
先
な
ど
の
一
覧
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

◇�

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

�

（
令
和
４
年
10
月
か
ら
実
施
）

　
利
用
者
の
誰
も
が
見
や
す
く
探
し
や
す

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
す
る
た
め
、
全
ペ
ー

ジ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
に
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
障
が
い
者
の
方
へ
の
合
理
的
配

慮
の
た
め
、
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

◇�

本
会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継
に
お
け
る

字
幕
表
示
機
能
の
導
入

�（
令
和
４
年
11
月
定
例
会
か
ら
導
入)

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会
中
継
に

つ
い
て
は
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
す
た
め
、
平
成
24
年
３
月
定
例
会
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
11
月
定
例

会
か
ら
は
、
障
が
い
者
の
方
へ
の
合
理
的

配
慮
の
た
め
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
音
声
認

識
技
術
に
よ
り
、
本
会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継

に
お
い
て
、
議
員
な
ど
の
発
言
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
中
継
画
面
に
字
幕
表
示
し
て
い

ま
す
。

字幕表示画面のイメージ図

映像
ライブ中の映像が表
示されます。

字幕
字幕が表示されま
す。音声認識システ
ムで自動的に改行さ
れます。

令和２年４月臨時会の様子
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そ

の

他

◇�

緊
急
時
初
動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定�
（
令
和
２
年
５
月
に
策
定
）

　
今
後
高
い
確
率
で
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
が
発
生
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
中
、

い
か
な
る
災
害
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、

市
議
会
に
お
け
る
共
通
認
識
の
下
、
す
べ

て
の
議
員
が
発
災
直
後
か
ら
迅
速
か
つ
円

滑
な
行
動
が
と
れ
る
こ
と
が
重
要
と
位
置

づ
け
ま
し
た
。
そ
の
指
針
を
作
成
す
る
た

め
、
防
災
・
減
災
等
対
策
特
別
委
員
会
で

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
緊
急
時
初
動
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル「
地
震
災
害
編
」お
よ
び「
風

水
害
編
」を
策
定
し
、
令
和
２
年
５
月
か

ら
運
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
や
同
レ
ベ
ル
の

感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
を
鑑
み
、
感
染

状
況
に
応
じ
た
感
染
予
防
策
の
ほ
か
、
議

員
本
人
が
感
染
ま
た
は
濃
厚
接
触
者
と

な
っ
た
場
合
に
と
る
べ
き
基
準
な
ど
を
示

し
た「
感
染
症
編
」を
令
和
３
年
５
月
か
ら

追
加
し
ま
し
た
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

関
す
る
国
の
方
針
の
変
更
等
を
反
映
す
る

た
め
、
適
宜
、
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
一
部
変

更
し
て
い
ま
す
。

◇�

市
議
会
関
係
書
類
へ
の
押
印
の�

廃
止�

（
令
和
３
年
度
か
ら
適
用
）

　
全
国
市
議
会
議
長
会
が
、
議
会
で
取
り

扱
う
文
書
に
つ
い
て
、
原
則
、
押
印
を
廃

止
す
る
考
え
の
下
、
市
議
会
書
式
例
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
参
考
に
、

本
市
議
会
で
取
り
扱
っ
て
い
る
書
式
の
見

直
し
を
行
い
、
令
和
３
年
９
月
定
例
会
か

ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
身
体
的
な
理
由
に
よ
り
自
ら

署
名
で
き
な
い
市
民
な
ど
に
も
配
慮
し
、

単
に
押
印
を
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、
記

名
押
印
も
残
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。

◇�

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
抗
議
す
る
決
議
文
の
提
出

�

（
令
和
４
年
３
月
に
提
出
）

　
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
行

為
に
対
し
平
和
的
解
決
を
求
め
る
決
議
」

を
令
和
４
年
２
月
定
例
会
に
お
い
て
全
員

賛
成
で
可
決
し
、
在
日
ロ
シ
ア
連
邦
大
使

館
に
送
付
し
ま
し
た
。

◇�

議
員
に
貸
与
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
へ
の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
導
入�

�

（
令
和
４
年
９
月
か
ら
導
入
）

　
議
員
に
貸
与
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

さ
ら
な
る
活
用
や
、
デ
ー
タ
保
存
容
量
が

十
分
な
文
書
共
有
機
能
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
市
議
会
と
市
政
の
情
報
共
有
や
議

員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
30
年
１
月

か
ら
導
入
し
て
い
た
ク
ラ
ウ
ド
型
議
会
文

書
共
有
シ
ス
テ
ム
は
、
廃
止
し
ま
し
た
。

◇�

議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

�

（
令
和
５
年
４
月
に
施
行
）

　
「
新
個
人
情
報
保
護
法
」が
令
和
５
年
４

月
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
全
国
的

な
共
通
ル
ー
ル
の
下
、
地
方
公
共
団
体
の

個
人
情
報
保
護
制
度
が
運
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
全
国
市
議

会
議
長
会
が
作
成
し
た
条
例（
例
）な
ど
を

参
考
に
、
本
市
議
会
と
し
て
、
必
要
な
条

例
を
令
和
５
年
２
月
定
例
会
で
議
決
し
て

制
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
、
条
例
の

ほ
か
、
細
目
を
定
め
た
規
程
を
施
行
し
、

実
際
に
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

次回のすいた市議会だより（No.331 6月臨時会号）は令和５年（2023年）７月１日発行予定です。

議員に貸与したタブレット端末

令和 5年 6月１日発行令和 5年 6月１日発行 20

す い た 市 議 会 だ よ り


